
我が国の初等中等教育は、同時期に空間を共有し、同じ方法で教育を行う学年制を前提とすることで、

全体の底上げに貢献してきた歴史を持ちます。加えて、教育義務が「就学義務」として果たされること

で、学校教育法で定められた学校（一条校）で、対面・集団の中で学ぶことも重要視されてきました。  

しかし現在、何らかの理由で就学、つまり学校に通わない・通えない小・中学校の不登校児童生徒の数

は 24 万人を超えています。この数は、例外的に学校に馴染めない子どもがいるというレベルを超えてい

るだけではありません。むしろ、現在の学校システムに、システム自体の歪み、社会や生育プロセスと

のミスマッチが存在することを示しているともいえます。 

そこで、本シンポジウムでは、一条校内外のグラデーションを伴う教育の質保証を実現するため、ど

こまでの多様な教育ニーズに応答して保障しうるのか、するべきなのか、外延を拡げた場合、どのよう

な質保証のシステムが想定されるのか等について、研究者や公立セクターの実務家のみならず、NPO 等

の私的セクターの担い手の知見も含めて、幅広く議論します。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 
  
 

 
 

 
 

＜登壇者＞ 

公教育保障の外延を見極める 
 

日時：2023 年 10 月 14 日（土）13:00～17:00 

場所：オンライン配信・参加無料 
参加申込 URL：https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_BOPLA1NLTeWiOf0-nH5Hvg 

ウェビナーID: 844 8093 6127 
（リンク先にアクセスし、登録してください。学会会員に限らず、どなたでも参加いただけます） 
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日本教育行政学会第 58回大会

実行委員長 

この公開シンポジウムは、日本教育行政学会第 58 回大会の一部として実施するものです。 

日本教育行政学会第 58 回大会についてはこちらをご覧ください ▶ https://www.jeas.jp/act/conf/ 

千葉大学教育学部で開催される同学会に参加される方は、公開シンポジウムへの会場参加が可能です。 
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